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特
集
批
判
的
社
会
理
論
の
今
曰
的
状
況

本
稿
で
は
、
ア
ク
セ
ル
・
ホ
ネ
ッ
ト
の
承
認
論
に
お
け
る
社
会
的
労
働
を
め
ぐ
る
議
論
を
検
討
す
る
。
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
近
代
社

会
に
お
け
る
社
会
的
労
働
の
領
域
で
は
、
法
的
承
認
と
社
会
的
価
値
評
価
と
い
う
二
つ
の
承
認
形
態
が
と
も
に
作
用
し
、
法
的
平
等
と
個

人
的
業
績
と
い
う
二
つ
の
承
認
原
理
が
交
差
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
承
認
原
理
を
拠
り
所
に
し
て
、
適
切
な
承
認
を
求
め

る
様
々
な
社
会
闘
争
が
生
じ
う
る
。
ま
た
ホ
ネ
ヅ
ト
は
、
承
認
の
歴
史
的
変
化
に
基
づ
き
、
個
体
化
の
進
展
と
社
会
的
包
摂
の
拡
大
を
、

社
会
進
歩
の
規
範
的
な
基
準
と
し
て
い
ろ
。
こ
う
し
た
ホ
ネ
ッ
ト
の
所
説
は
、
人
間
の
多
様
な
活
動
の
な
か
か
ら
労
働
が
相
互
承
認
を
媒

介
に
し
て
社
会
的
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
労
働
に
お
け
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
物
質
的
利
害
関
心
に
基
づ

く
の
み
な
ら
ず
、
承
認
要
求
と
い
う
固
有
の
道
徳
的
次
元
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
承
認
の
歪
み
や
病
理
、

ま
た
承
認
に
か
か
わ
る
社
会
的
不
正
が
隠
蔽
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
理
論
展
開
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
労
働
承
認
業
績

労
働
と
承
認

ホ
ネ
ッ
ト
承
認
論
の
視
角
か
ら
Ｉ

社
会
学
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究
第
七
十
八
号
東
北
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研
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五
年
十
二
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水
上
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「
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こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
社
会
的
労
働
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
批
判
で
あ
る
。
一
方
で
は
ホ
ネ
ッ
ト

は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
転
回
が
労
働
の
理
論
的
把
握
に
と
っ
て
も
後
退
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
水
準
を
な
す
と
評

価
し
て
い
る
が
、
し
か
し
他
方
で
は
、
そ
の
限
界
も
ま
た
鋭
く
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
も
強
調
す
る
と
お
り
「
根
本
的
に
全
く
違
う
も
の
」
（
函
・
目
の
吾
二
○
○
三
ｃ
、
一
一
○

五
頁
）
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
そ
の
相
互
主
体
主
義
を
形
式
語
用
論
に
よ
る
言
語
分
析
の
方
向
に
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
ホ
ネ
ッ

ト
は
人
間
学
的
な
承
認
論
の
方
向
に
議
論
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
社
会
理
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
な

か
で
、
承
認
論
と
い
う
み
ず
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
彫
琢
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
最
初
の
単
著
で
あ
る
『
権

力
の
批
判
』
（
国
・
目
の
菩
岳
器
）
が
同
名
の
博
士
論
文
に
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
社
会
理
論
を
取
り
上
げ
た
三
つ
の
章
を
加
え
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
こ

』
ロ
。
』
ず
。
ｍ
画
『
②
）
。

ア
ク
セ
ル
。
ホ
ネ
ッ
ト
の
承
認
論
は
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
の
理
論
の
強
い
影
響
の
も
と
に
形
成
さ

れ
て
き
た
。
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
ホ
ネ
ヅ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
も
ち
ろ
ん
私
は
、
相
互
主
体
理
論
的
な
転
回
の
必
然

性
を
確
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
と
非
常
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
私
が
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
か
ら
中
心
的
に
学
ん
だ
こ
と
は
、

人
間
の
現
存
在
が
相
互
主
体
的
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
あ
ら
ゆ
る
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
社
会
理
論
的
な
根
本
概
念
を
設
定
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
」
（
凶
・
目
の
吾
二
○
○
一
一
一
ｃ
、
一
一
○
五
頁
）
。
ホ
ネ
ッ
ト
の
承
認
論
は
、
批
判
的
社
会
理
論
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
転
回
と
い
う
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
地
平
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
ろ
と
言
え
よ
う
（
■
・
目
の
芸

ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
創
設
者
の
世
代
も
含
め
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
伝
統
に
お
い
て
社
会
的
労
働
は
、
主
体
形
成

の
中
心
的
な
要
素
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
（
出
Ｃ
目
の
吾
曽
二
ｍ
』
弓
・
訳
一
一
一
一
一
頁
）
。
そ
こ
で
は
、
社
会
的
労
働
を
通
じ
て
、
問
題
を
は

ら
ん
だ
既
存
の
社
会
秩
序
に
対
す
る
批
判
的
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
す
で
に
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー

が
社
会
的
労
働
の
プ
ロ
セ
ス
に
物
象
化
と
支
配
の
要
因
を
捉
え
た
よ
う
に
、
社
会
的
労
働
が
そ
の
ま
ま
批
判
の
審
級
を
な
す
と
考
え
る
こ
と
は

も
は
や
で
き
な
い
（
四
・
月
の
吾
』
＆
夢
・
画
・
田
切
）
。
こ
の
点
で
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
は
、
批
判
的
社
会
理
論
の
伝
統
に
決
定
的
な
転
換
を
な
し
と

げ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
「
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、
労
働
の
実
践
形
態
か
ら
解
放
的
で
超
越
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
取
り
去
り
、

言
語
に
媒
介
さ
れ
た
相
互
作
用
の
行
為
モ
デ
ル
に
移
し
た
と
い
う
こ
と
」
（
国
。
旨
の
号
琶
室
戸
、
。
】
墨
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
転
回
の
結
果
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
社
会
理
論
に
お
い
て
労
働
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
ホ
ネ
ッ
ト
は
疑
問
の
目
を
向
け
て
い
る
（
西
・
目
の
吾
豐
＆
》
ｍ
』
宗
・
訳
一
一
一
一
一
－
一
一
四
頁
）
。

そ
れ
ゆ
え
、
ホ
ネ
ッ
ト
に
と
っ
て
課
題
と
な
る
の
は
、
労
働
に
対
す
る
過
剰
な
意
味
付
与
を
避
け
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
が
切
り
開
い
た
地
平
を

ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
は
別
の
観
点
、
す
な
わ
ち
承
認
論
の
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
社
会
的
労
働
を
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
課
題
に
ホ
ネ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
本
稿
で
は
こ
の
点
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
社
会
的
労
働
の
位
置
づ
け
に
関
連
し
て
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
社
会
理
論
を
ホ
ネ
ッ
ト
が
ど
う
批
判
し
て
い
る
の
か
、
よ
り

立
ち
入
っ
て
見
て
い
き
た
い
。
ホ
ネ
ヅ
ト
は
、
批
判
的
社
会
理
論
が
「
批
判
的
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
行
為
の
理
論
が
達
成
し
た
水
準
と
そ
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
（
第
２
節
）
。
続
い
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
み
ず
か
ら
の
承
認
論
に
お
い
て
、

社
会
的
労
働
を
い
か
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
検
討
す
る
（
第
３
節
）
。
以
上
を
ふ
ま
え
最
後
に
、
労
働
の
承
認
論
の
射
程
と
課
題
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
（
第
４
節
）
。

と
か
ら
も
伺
え
る
。

は
じ
め
に
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２
労
働
に
お
け
る
不
正
経
験
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト

同
様
の
論
難
は
、
社
会
的
労
働
と
資
本
主
義
経
済
に
関
す
る
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
立
論
に
対
し
て
も
、
か
な
り
早
く
か
ら
向
け
ら
れ
て
き
た
。

一
九
八
○
年
に
公
刊
さ
れ
た
論
文
「
労
働
と
道
具
的
行
為
」
（
四
・
目
の
吾
乞
雪
）
で
は
、
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代
の
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
に
よ
る

道
具
的
行
為
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
の
区
別
を
検
討
す
る
な
か
で
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
社
会
理
論
が
資
本
主
義
的
な
労
働
の
領
域
に
固
有

用
論
的
規
則
は
、
支
配
か
ら
自
由
な
意
思
疎
通
の
条
件
を
も
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
規
範
的
な
性
格
を
有
す
る
。
つ
ま
り
、
日
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
内
包
さ
れ
る
語
用
論
的
規
則
に
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
批
判
的
社
会
理
論
は
批
判
の
拠
り
所
を
見
出
す
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
の
理
論
は
、
ま
さ
に
こ
の
社
会
に
内
在
す
る
批
判
の
審
級
と
い
う
点
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

と
ホ
ネ
ッ
ト
は
言
う
（
田
・
目
の
岳
琶
Ｓ
ｍ
雪
・
訳
一
○
四
頁
）
。
と
い
う
の
も
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
が
批
判
の
審
級
と
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
に
求
め
た
よ
う
な
不
正
経
験
や
不
当
感
覚
は
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
社
会
理
論
で
は
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
人
び
と
は
、
日
常
的
に
直
面
す
る
社
会
的
不
正
や
不
当
な
出
来
事
を
、
み
ず
か
ら
が
直
観
的
に
習
得
し
て
い
る
語
用
論
的
規
則
へ
の
制

限
と
い
う
か
た
ち
で
経
験
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
て
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
「
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
理
論
の
規
範
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
リ
フ

レ
ク
テ
ィ
ヴ
に
指
し
示
し
て
い
る
、
学
問
に
先
立
つ
審
級
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
社
会
の
現
実
の
内
部
に
見
つ
け
よ
う
と
し
て

も
、
ど
こ
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
…
…
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
構
想
は
、
社
会
的
不
正
の
あ
り
あ
り
と
し
た
経
験
を
は
っ
き
り
表
現
す

る
こ
と
を
助
け
る
、
そ
う
し
た
理
念
に
ね
ら
い
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
（
国
。
目
の
ｇ
』
Ｓ
Ｐ
⑩
・
謡
・
訳
一
○
五
頁
）
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
の
理
論
は
、
規
範
的
な
語
用
論
的
規
則
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
は
、
た
し
か
に
社
会
の
内
部

に
批
判
の
審
級
を
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
語
用
論
的
規
則
を
論
じ
る
だ
け
で
は
、
人
び
と
の
社
会
的
不
正
の
経
験
や
そ
れ
に
抗
す
る
実
践
を

（
１
）
 

的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

想
を
放
棄
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

１
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
に
よ
る
批
判
的
社
会
理
論
の
限
界

ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
継
承
さ
れ
た
批
判
的
社
会
理
論
の
固
有
性
と
は
、
既
存
の
社
会
秩
序

に
対
す
る
批
判
が
、
当
の
社
会
の
内
部
に
そ
の
拠
り
所
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
そ
の
規
範
的
批
判
は
、
学
問
に
先
立
つ
審
級

に
つ
い
て
も
同
時
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
さ
い
、
そ
れ
自
身
の
批
判
的
視
点
は
、
経
験
的
利
害
関
心
や
道
徳
的
経
験
と
し
て
、

理
論
的
で
は
な
い
仕
方
で
こ
の
学
問
に
先
立
つ
審
級
の
な
か
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
」
（
函
・
目
の
夢
呂
宕
》
、
霊
‐
宅
・
訳
九
四
頁
）
。
ホ
ネ
ッ
ト

に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
代
表
者
た
ち
、
と
く
に
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
場
合
、
学
問
に
先
立
つ
批
判
の
審
級
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
と
い
う
社
会
階
級
に
求
め
ら
れ
（
四
・
目
の
夢
凹
ｇ
Ｐ
ｍ
・
竃
・
訳
九
六
頁
）
、
社
会
的
労
働
の
次
元
に
既
存
の
社
会
の
乗
り
越
え
の
可
能
性
が
見

定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
社
会
理
論
で
は
、
資
本
主
義
の
支
配
と
文
化
産
業
の
操
作
に
全
面
的
に
覆
わ
れ
た
べ
シ
ミ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
像
が
描
き
出
さ
れ
、
ま
た
現
実
の
社
会
で
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
勝
利
し
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
が
最
終
的
に
貫
徹
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
運
動
で
あ
れ
実
在
す
る
利
害
関
心
で
あ
れ
、
学
問
に
先
立
つ
審
級
の
内
部
で
理
論
の
批
判
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
と
っ
て

の
客
観
的
な
支
え
を
与
え
る
可
能
性
は
、
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
田
・
目
の
菩
廸
ｇ
Ｐ
ｍ
。
⑤
］
・
訳
九
七
頁
）
。
戦
後
、
ド
イ
ツ
に
戻
っ

て
か
ら
も
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
は
、
社
会
的
現
実
の
な
か
に
す
で
に
批
判
の
審
級
が
存
す
る
と
い
う
批
判
的
社
会
理
論
の
基
本
思

こ
れ
に
対
し
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
の
理
論
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
批
判
的
社
会
理
論
の
「
規
範
的
批
判
」

を
別
の
か
た
ち
で
再
生
す
る
試
み
と
し
て
理
解
で
き
る
（
四
．
目
の
弓
筥
三
ｍ
・
宝
・
訳
一
○
○
頁
）
。
な
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為

の
理
論
は
、
現
在
の
社
会
に
お
い
て
危
機
に
直
面
し
て
い
る
も
の
を
人
び
と
の
意
思
疎
通
の
能
力
に
見
定
め
ろ
。
そ
の
さ
い
、
意
思
疎
通
の
語

一
一
労
働
に
内
在
す
る
社
会
的
不
正
と
闘
争
ｌ
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
批
判
の
焦
点
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の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
に
十
分
迫
れ
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
労
働
の
領
域
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
理
論

枠
組
み
に
よ
っ
て
は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
独
自
の
論
理
に
基
づ
く
抵
抗
運
動
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
物
質
的
な
利

害
関
心
の
対
立
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
道
徳
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
さ
れ
る
（
四
・
目
の
夢
』
麗
Ｐ
ｍ
・
頤
屋
ｍ
・
麗
堕
‐
隠
切
）
。

ま
た
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
の
理
論
』
（
出
号
①
『
自
画
こ
ま
］
）
の
刊
行
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
困
呂
の
滝
日
溜
］
垣
霊
）
で
は
、
生
活
世
界
と
シ
ス
テ
ム
の
一
一
元
論
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
（
國
号
①
忌
日
閉
］
麗
回
、
．
】
雪
‐
］
篭
』
密
‐
］
程
・
訳
一
一
六

○
－
二
六
一
一
一
頁
、
二
六
五
－
一
一
六
六
頁
）
。
こ
の
異
論
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
本
格
的
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
理
論
に
取
り
組
ん
だ
『
権
力
の
批
判
』

（
出
目
宮
の
二
］
②
霊
）
で
さ
ら
に
展
開
さ
れ
る
。
知
ら
れ
る
と
お
り
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
は
、
資
本
主
義
経
済
と
近
代
国
家
を
、
近
代
社
会
を
構

成
す
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
捉
え
、
生
活
世
界
と
シ
ス
テ
ム
の
一
一
元
論
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
規
範
に
規
制
さ
れ
な
い
目

的
合
理
的
行
為
の
シ
ス
テ
ム
と
権
力
や
支
配
を
免
れ
た
無
傷
の
生
活
世
界
と
の
対
置
を
「
理
論
的
誤
謬
」
（
国
・
目
の
９
＄
②
。
、
缶
⑭
‐
』
芦
訳

一
一
一
七
六
’
三
八
○
頁
）
と
論
難
し
、
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
の
間
だ
け
に
社
会
病
理
を
位
置
付
け
る
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
同
時
代
診
断
の
一
面
性

を
批
判
し
て
い
る
（
国
・
目
の
菩
岳
蚤
、
．
』
題
・
訳
一
一
一
八
一
一
頁
）
。
ホ
ネ
ッ
ト
が
強
調
す
る
の
は
、
生
活
世
界
に
せ
よ
シ
ス
テ
ム
に
せ
よ
「
社
会

秩
序
は
、
文
化
的
に
統
合
さ
れ
た
諸
集
団
の
、
制
度
に
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
連
関
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
社
会
的
権
限
が
非
対
称

的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
、
社
会
闘
争
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
生
じ
て
く
る
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
連
関
」
（
四
・
目
の
夢
］
語
Ｐ
ｍ
・
』
塞

訳
三
八
三
頁
）
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
立
論
で
は
、
集
合
的
行
為
者
と
し
て
の
社
会
集
団
の
水
準
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
ず
、

様
々
な
社
会
集
団
の
緊
張
と
対
立
か
ら
一
定
の
社
会
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
生
活
世
界
へ
の
シ
ス
テ
ム
の
係
留
の
議
論
（
国
昌
田
目
四
ｍ
ご
芦
自
切
・
函
ヨ
ー
麗
『
・
訳
（
下
）
九
一
’
’
○

○
頁
）
や
法
制
化
の
議
論
（
四
号
曾
目
四
ｍ
』
房
］
・
員
切
・
切
隠
‐
望
『
・
訳
（
下
）
一
一
一
五
八
－
一
一
一
八
一
頁
）
に
も
明
ら
か
な
通
り
、
資
本
主
義
経
済
や

（
２
）
 

近
代
国
家
の
シ
ス
ー
ナ
ム
が
生
活
世
界
と
そ
こ
で
の
意
思
疎
通
過
程
か
ら
自
立
し
て
い
る
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
ホ
ネ
ヅ
ト
が

１
労
働
に
対
す
る
社
会
的
価
値
評
価

ホ
ネ
ッ
ト
は
、
歴
史
学
や
社
会
理
論
や
政
治
哲
学
と
い
っ
た
様
々
な
専
門
領
域
の
研
究
潮
流
を
参
照
し
つ
つ
、
社
会
的
不
正
の
経
験
の
根
底

に
、
あ
る
一
定
の
規
範
的
期
待
が
存
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
ろ
（
四
・
目
①
言
瞠
宕
蟹
．
ｍ
』
望
‐
］
詔
）
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
み
ず
か
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
社
会
的
承
認
の
期
待
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
承
認
の
期
待
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
み
ず

か
ら
の
不
可
侵
性
や
尊
厳
が
社
会
的
に
侵
害
さ
れ
る
こ
と
、
こ
こ
に
不
正
経
験
の
核
心
が
あ
る
。
ホ
ネ
ッ
ト
が
提
唱
す
る
承
認
論
は
「
社
会
的

以
上
の
検
討
に
基
づ
く
な
ら
、
終
始
一
貫
し
て
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
社
会
理
論
が
資
本
主
義
経
済
と
社
会
的
労
働
の
領
域
に
内

在
す
る
社
会
闘
争
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
闘
争
の
背
後
に
存
す
る
社
会
的
不
正
の
経
験
が
適
切
に
捉
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
重
要
な
の
は
、
ホ
ネ
ヅ
ト
が
当
初
か
ら
、
こ
の
社
会
闘
争
を
あ
る
種
の
道
徳
的
な
も
の
と
し
て

構
想
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
に
内
在
す
る
社
会
闘
争
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
財
の
所
有
や
分
配
の
不
平
等
を
め
ぐ
る
対
立

に
は
帰
し
え
な
い
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
社
会
的
労
働
の
領
域
に
お
け
る
不
正
経
験
と
社
会
闘

争
を
ど
の
よ
う
に
理
論
的
に
把
握
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

問
う
て
い
る
の
は
、
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
領
域
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
規
範
的
な
契
機
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
諸
社
会
集
団
の
闘
争
の
次
元
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
闘
争
は
、
物
質
的
利
害
関
心
の
対
立
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
国
・
目
の
夢
菖
冨
Ｐ
一
一
一
一
頁
）
、
「
道
徳
的
」

な
も
の
と
さ
れ
る
（
国
・
ロ
ロ
の
岳
ご
霊
．
ｍ
・
一
二
）
。

三
承
認
論
に
お
け
る
労
働
の
位
置
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こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
近
代
に
お
い
て
社
会
的
価
値
評
価
が
一
つ
の
承
認
形
態
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
近
代

の
市
民
－
資
本
主
義
社
会
の
形
成
に
伴
う
三
つ
の
承
認
領
域
の
分
出
の
結
果
と
捉
え
て
い
る
。
前
近
代
の
身
分
制
社
会
で
は
、
一
定
の
身
分
に

属
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
基
づ
い
て
、
社
会
的
価
値
評
価
が
行
わ
れ
て
い
た
（
因
・
目
の
夢
函
ｓ
賃
、
』
窪
）
。
こ
れ
に
対
し
、
近
代
社
会
で
は
、

法
的
承
認
が
一
つ
の
自
立
し
た
承
認
形
態
と
し
て
社
会
的
価
値
評
価
か
ら
分
離
し
、
法
的
平
等
の
理
念
が
制
度
化
さ
れ
る
（
因
・
目
の
吾

笘
・
賃
、
．
］
霞
）
。
い
ま
や
、
個
々
人
は
原
則
と
し
て
他
の
す
べ
て
の
人
び
と
と
平
等
の
法
権
利
を
有
し
、
自
律
し
た
法
人
格
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
社
会
的
価
値
評
価
に
関
し
て
は
、
「
個
人
的
業
績
（
】
＆
菖
昌
の
一
一
の
唇
の
宣
旨
胴
）
」
と
い
う
新
し
い
主
導
理
念

が
成
立
す
る
（
四
・
月
の
昏
岩
畠
Ｐ
印
』
霊
‐
］
霊
）
。
個
人
の
社
会
的
名
声
は
、
身
分
や
出
自
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
人
の
な
し
う
る
労

２
近
代
社
会
に
お
け
る
承
認
秩
序
と
労
働

と
こ
ろ
で
、
当
然
な
が
ら
、
個
人
に
固
有
の
能
力
や
特
性
が
そ
れ
自
体
と
し
て
社
会
的
価
値
評
価
の
対
象
に
な
る
の
は
、
社
会
の
近
代
化
に

伴
う
歴
史
的
産
物
で
あ
る
（
四
・
日
の
夢
岳
婁
、
．
』
二
・
訳
一
六
九
）
。
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
承
認
の
諸
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
い
て

制
度
化
さ
れ
、
一
定
の
承
認
秩
序
が
成
立
し
て
い
る
（
国
◎
目
の
号
呂
ｇ
Ｐ
ｍ
』
量
）
。
そ
の
さ
い
、
ど
の
よ
う
な
点
で
諸
個
人
が
社
会
的
承
認

を
期
待
で
き
る
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
承
認
期
待
が
正
当
な
の
か
を
規
制
し
て
い
る
規
範
的
な
諸
原
理
、
す
な
わ
ち
「
承
認
原
理
」
が
承
認
秩

序
に
は
係
留
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
承
認
原
理
の
変
化
と
と
も
に
人
び
と
が
抱
く
承
認
期
待
が
変
わ
り
、
社
会
の
承
認
秩
序
は
変
動
し
て
い
く
と

（
３
）
 

承
認
の
剥
奪
の
な
か
に
、
侮
辱
と
軽
視
の
諸
現
象
の
な
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
不
正
経
験
の
核
を
発
見
す
る
」
（
四
・
目
の
吾
』
二
四
鱒
．
、
．
」
認
）
。

ホ
ネ
ヅ
ト
に
よ
れ
ば
、
適
切
な
社
会
的
承
認
は
、
人
格
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
個
々
人

が
自
己
実
現
を
追
求
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
前
提
を
な
し
て
い
る
（
罰
・
目
①
夢
］
垣
畠
、
．
』
『
』
・
訳
一
一
三
一
’
一
一
一
一
一
一
一
）
。
と
い
う

の
も
、
個
々
人
は
、
社
会
的
承
認
を
通
じ
て
自
分
の
欲
求
や
権
利
や
能
力
や
特
性
に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
識
や
感
情
を
抱
く
の
で
あ
り
、

｝
」
の
「
実
践
的
自
己
関
係
」
が
十
分
に
形
成
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
強
制
の
な
い
自
由
な
自
己
実
現
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ホ
ネ
ッ
ト
は
、
社
会
的
承
認
を
、
愛
、
法
的
承
認
、
社
会
的
価
値
評
価
の
一
一
一
つ
の
形
態
に
類
別
す
る
の
だ
が
（
四
・
日
の
吾
忌
畠
、
．
］
認
‐
臣
］
．

（
４
）
 

訳
一
一
一
八
－
一
七
五
）
、
本
稿
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
社
会
的
価
値
評
価
（
⑩
・
園
一
四
一
の
雪
の
二
ｍ
・
毎
言
巨
亮
）
で
あ
る
。
社
会
的
価
値
評
価
と

い
う
の
は
、
一
定
の
人
び
と
が
な
ん
ら
か
の
価
値
や
目
的
を
共
通
の
指
針
と
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
価
値
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
お
い
て
、
そ

の
価
値
や
目
的
の
実
現
に
ど
の
程
度
資
す
る
か
と
い
う
点
で
個
人
の
能
力
や
特
性
を
評
価
す
る
承
認
形
態
で
あ
る
（
団
・
目
の
夢
】
塞
隙

、
』
ヨ
ー
ご
単
・
訳
一
六
四
）
。
こ
の
承
認
形
態
を
通
じ
て
、
個
人
は
、
自
分
に
固
有
の
能
力
や
特
性
に
は
他
の
成
員
か
ら
認
め
ら
れ
る
だ
け
の
一

定
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
意
識
、
す
な
わ
ち
「
自
己
価
値
感
情
」
な
い
し
「
自
己
評
価
」
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
・
目
①
弓
ご
窪
切
・
噌
二

フ
ト
が
形
成
さ
れ
る
領
域
で
あ
り
、
ま
た
人
び
と
が
自
分
の
能
力
や
特
性
に
関
し
て
一
定
の
承
認
期
待
を
抱
き
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
あ
る
い
は

損
な
わ
れ
る
領
域
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
あ
る
社
会
に
お
い
て
い
か
な
る
労
働
が
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
組
織
さ
れ
て
い
る

か
が
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
承
認
の
構
造
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
（
田
・
目
の
二
鎗
宕
Ｐ
、
』
二
訳
一
一
五
）
。

（
５
）
 

さ
れ
る
（
四
○
回
旨
の
吾
』
二
⑭
戸
、
．
』
震
）
。

ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
社
会
的
価
値
評
価
と
そ
れ
に
伴
う
自
己
価
値
感
情
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
社
会
的
労
働
、
と
り
わ
け
職
業
労
働

に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
（
国
・
目
の
吾
唖
ｇ
Ｐ
ｍ
』
量
・
訳
一
一
一
一
一
）
。
つ
ま
り
、
個
々
人
の
能
力
や
特
性
の
評
価
は
、
そ
の
人
が

従
事
す
る
労
働
と
そ
の
成
果
に
向
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
労
働
に
従
事
し
ど
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
、
そ
れ
が
ど
う
価
値
評
価

さ
れ
る
か
に
、
個
人
の
自
己
価
値
感
情
は
依
存
し
、
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
規
定
さ
れ
ろ
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
社
会
的
労
働
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
承
認
論
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

ホ
ネ
ッ
ト
の
立
論
に
基
づ
く
な
ら
、
社
会
的
労
働
の
領
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
価
値
や
目
的
に
指
向
し
た
様
々
な
価
値
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

訳
］
畠
）
。
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働
と
そ
の
成
果
に
基
づ
き
享
受
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
業
績
原
理
に
基
づ
く
社
会
的
価
値
評
価
は
、
物
理
的
暴
力
の
一
要
素
で
も

あ
る
（
田
・
目
の
曽
函
ｓ
萱
、
』
霊
‐
〕
雪
）
。
と
い
う
の
も
、
業
績
の
査
定
は
、
ど
の
物
質
的
資
源
や
ラ
ィ
プ
チ
ャ
ン
ス
が
ど
こ
に
ど
の
く
ら
い

配
分
さ
れ
る
か
に
直
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
近
代
社
会
で
は
、
法
的
承
認
と
社
会
的
価
値
評
価
に
よ
る
一
一
つ
の
異
な
る
承
認

（
６
）
 

領
域
が
分
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
法
的
平
等
と
個
人
的
業
績
と
い
う
承
認
原
理
が
確
立
す
る
よ
う
に
な
る
。

と
同
時
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
福
祉
国
家
の
形
成
と
と
も
に
、
法
的
平
等
の
原
理
が
社
会
的
価
値
評
価
の
承
認
領
域
に
浸
透
し
て
い
く

（
国
・
自
喜
邑
貰
、
・
三
・
三
‐
三
）
。
福
祉
国
家
の
諸
施
策
は
、
法
的
平
等
の
原
理
の
も
と
、
一
定
の
社
会
的
地
位
と
尊
厳
を
保
証
し
、
あ

る
程
度
の
物
質
的
資
源
や
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
平
等
な
分
配
を
保
証
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
的
労
働
の
領
域
で
は
、
社
会
的
価

値
評
価
の
み
な
ら
ず
、
法
的
承
認
も
同
時
に
作
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
一
つ
の
承
認
形
態
が
重
な
り
合
い
、
業
績
原
理
と
平
等
原
則
と
い
う

（
７
）
 

一
一
つ
の
承
認
原
理
が
交
差
す
る
わ
け
で
あ
る
。

当
の
承
認
原
理
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
承
認
原
理
の
意
味
内
容
に
関
す
る
既
存
の
解
釈
や
適
用
の
不
十
分
さ
が
批
判
さ
れ
、
承
認
の
拡
張

が
要
求
さ
れ
て
い
く
。
正
当
と
見
な
さ
れ
る
承
認
原
理
が
適
切
に
解
釈
さ
れ
ず
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
こ
こ
に
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
が
動

機
付
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
（
四
・
目
の
夢
筥
冨
”
》
、
』
雪
）
。

承
認
原
理
と
承
認
闘
争
の
こ
う
し
た
連
関
に
基
づ
く
な
ら
、
社
会
的
労
働
の
領
域
に
お
け
る
承
認
闘
争
は
、
二
つ
の
形
態
を
と
り
う
る

（
田
。
旨
の
菩
函
已
貸
、
』
』
』
）
。
第
一
に
、
法
的
平
等
の
原
理
に
基
づ
き
、
個
人
的
業
績
の
い
か
ん
に
は
左
右
さ
れ
な
い
平
等
な
社
会
権
の
承

認
と
、
そ
れ
に
伴
う
資
源
や
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
保
証
を
求
め
る
闘
争
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
集
団
や
事

態
に
つ
い
て
、
法
的
承
認
と
そ
れ
に
基
づ
く
措
置
が
要
求
さ
れ
て
い
く
。
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
の
歴
史
は
、
法
的
平
等
の
原
理
の

適
切
な
解
釈
を
め
ぐ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
と
い
う
（
四
．
目
の
吾
瞠
ｓ
』
Ｐ
、
』
砦
）
。

第
二
に
、
業
績
の
承
認
原
理
も
ま
た
、
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
の
拠
り
所
と
な
り
う
る
。
た
だ
し
、
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
業
績
原
理
は
、
き

わ
め
て
両
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
様
々
な
歪
み
を
は
ら
み
、
一
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
作
用
し
て
い
る
（
四
．
目
の
夢

函
宕
貸
、
」
霊
、
．
］
『
←
‐
弓
切
）
。
と
い
う
の
も
、
い
か
な
る
活
動
が
そ
も
そ
も
社
会
的
に
有
用
な
「
労
働
」
と
見
な
さ
れ
る
の
か
、
ど
ん
な
活
動

の
ど
の
よ
う
な
成
果
が
「
業
績
」
と
判
断
さ
れ
る
の
か
、
い
か
な
る
能
力
や
人
格
特
性
が
評
価
さ
れ
る
の
か
は
、
い
つ
で
も
一
定
の
文
化
的
な

価
値
地
平
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
様
々
な
バ
イ
ア
ス
や
一
面
性
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

業
績
原
理
の
抱
え
る
こ
の
問
題
は
、
職
業
労
働
の
領
域
の
み
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
近
代
に
お
け
る
社
会
的
価

値
評
価
は
「
経
済
的
に
自
立
し
た
男
性
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
経
済
活
動
」
を
基
準
と
し
て
き
た
（
四
目
皀
の
ご
』
Ｓ
蟹
．
、
』
霊
）
。
そ
の
た
砂
、

そ
う
し
た
経
済
活
動
に
は
該
当
し
な
い
様
々
な
活
動
は
、
そ
れ
ら
が
社
会
の
再
生
産
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
わ
ば
二

人
前
」
の
「
労
働
」
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
そ
の
成
果
は
「
業
績
」
と
は
評
価
さ
れ
な
い
（
四
・
目
の
弓
四
三
Ｐ
、
。
］
霊
・
訳
一
一
四
－
一
一
五
、

四
目
ロ
⑩
吾
画
＆
蟹
．
、
．
］
霊
）
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
性
別
役
割
分
業
の
も
と
で
、
家
事
労
働
は
、
業
績
評
価
の
対
象
外
で
あ
り
、
資
源
分
配

３
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
と
「
労
働
」

上
述
の
通
り
、
承
認
原
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
い
て
個
人
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
承
認
を
期
待
で
き
る
の
か
、
い
か
な
る
承
認
期
待

が
正
当
な
の
か
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
承
認
原
理
は
、
一
種
の
道
徳
的
強
制
と
し
て
人
び
と
の
相
互
作
用
に
は
た
ら
い
て
お
り
、
人

び
と
の
道
徳
的
な
思
考
や
感
情
の
あ
り
方
を
方
向
づ
け
て
い
る
（
国
・
目
⑪
言
岩
＆
げ
め
・
雷
『
）
。
重
要
な
点
は
、
こ
の
承
認
原
理
が
ど
れ
も
「
意

味
論
的
な
過
剰
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
四
・
目
の
菩
函
三
等
一
ｍ
．
』
＆
）
。
つ
ま
り
、
承
認
原
理
の
意
味
内
容
が
完
全
に
あ
る
い
は
最
終

的
に
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
つ
ど
革
新
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
徐
々
に
拡
大
し
よ
り
豊
か
に
な
り
う
る
。
別
言
す
る
な
ら
、
承

認
原
理
は
い
つ
で
も
、
現
に
実
現
さ
れ
て
い
る
承
認
以
上
の
こ
と
を
意
味
し
う
る
わ
け
で
あ
る
。
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
妥
当
の

超
過
」
（
四
・
目
の
夢
』
ｓ
等
》
、
．
』
＆
）
の
ゆ
え
に
、
承
認
原
理
は
、
既
存
の
承
認
秩
序
を
批
判
し
そ
れ
に
抵
抗
す
る
基
盤
と
な
り
う
る
。
つ
ま
り
、
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の
対
象
と
は
見
な
さ
れ
な
い
（
因
・
目
の
夢
』
三
蟹
、
．
］
曇
‐
］
『
⑰
）
。
社
会
的
価
値
評
価
は
、
人
間
の
様
々
な
活
動
を
有
意
義
な
「
労
働
」
と
は
認

め
ず
、
そ
れ
を
除
外
す
る
こ
と
で
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
は
、
業
績
原
理
は
、
近
代
の
市
民
１
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
物
質
的
資
源
や
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
不
平
等
な
分
配
を
正

当
化
し
う
る
唯
一
の
規
範
的
資
源
で
あ
る
と
ホ
ネ
ッ
ト
は
言
う
（
国
。
旨
の
岳
筥
ｇ
Ｐ
ｍ
・
』
『
ｍ
‐
］
『
③
）
。
し
か
も
、
業
績
原
理
に
は
、
す
べ
て
の

社
会
成
員
の
活
動
と
そ
の
成
果
を
公
正
に
適
切
に
価
値
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
範
的
要
求
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り

じ
っ
さ
い
社
会
の
近
代
化
に
と
も
な
う
承
認
領
域
の
分
出
は
そ
れ
自
体
、
個
体
化
の
進
展
と
社
会
的
包
摂
の
拡
大
を
意
味
し
て
い
た

（
■
。
：
の
匿
凹
ｇ
毒
『
ｍ
・
臣
、
１
画
］
②
）
。
一
方
で
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
諸
側
面
に
対
す
る
社
会
的
承
認
が
拡
大
し
、
そ
の
意
味
で
人
び
と
が
よ

り
高
次
の
個
体
性
を
獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
し
て
い
る
。
と
く
に
社
会
的
価
値
評
価
に
つ
い
て
は
、
身
分
制
的
な
伝
統
社
会
か
ら
近
代
社
会

へ
の
移
行
に
伴
い
、
各
自
に
固
有
の
能
力
や
特
性
が
そ
れ
自
体
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
で
は
法
的
な
平
等
原
則
の
も
と
近

代
的
な
諸
権
利
が
す
べ
て
の
人
び
と
に
平
等
に
認
ぬ
ら
れ
、
ま
た
業
績
原
理
の
も
と
誰
も
が
自
分
の
能
力
や
特
性
を
発
揮
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を

得
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
点
で
社
会
的
包
摂
が
進
ん
で
い
く
。
し
か
も
、
近
代
社
会
の
経
過
の
な
か
で
承
認
原
理
は
徐
々
に
そ
の
意
味
内
容
を

拡
充
し
て
き
て
お
り
、
い
っ
そ
う
の
個
体
化
の
進
展
と
社
会
的
包
摂
の
拡
大
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
個
体

化
と
社
会
的
包
摂
、
つ
ま
り
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
新
た
な
側
面
が
ま
す
ま
す
社
会
的
承
認
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
い
っ
そ
う
多
く
の
人
び

（
、
）

と
が
し
か
る
べ
き
社
会
的
承
認
を
得
る
よ
う
に
な
る
こ
と
（
国
・
ロ
ロ
の
弓
凹
二
』
Ｐ
ｍ
・
鵠
。
）
、
こ
こ
に
承
認
形
態
の
「
進
歩
」
の
方
向
を
見
出
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
道
徳
的
進
歩
」
の
延
長
線
上
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
社
会
的
価
値
評
価
に
お
け
る
「
ポ
ス
ト
伝
統
的
連
帯
」
の
可
能
性

で
「
妥
当
の
超
過
」
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
ま
さ
に
こ
の
業
績
原
理
を
拠
り
所
と
し
て
、
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
が
生
じ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
無
視
さ
れ
過
小
評
価

さ
れ
て
き
た
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
適
切
な
価
値
評
価
を
要
求
し
、
相
応
し
て
物
質
的
資
源
や
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
分
配
を
求
め
て
い
く
闘
争

で
あ
る
（
四
・
口
ロ
の
菩
噌
三
賃
、
．
］
『
］
・
』
⑭
』
）
。
こ
こ
で
は
、
既
存
の
社
会
的
価
値
評
価
と
そ
の
背
後
に
あ
る
文
化
的
解
釈
枠
組
み
の
一
面
性
が

問
題
視
さ
れ
る
。
別
言
す
る
な
ら
、
現
行
の
社
会
的
価
値
評
価
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
業
績
原
理
に
正
し
く
則
る
な
ら
正
当
で
は
な
い
こ
と
が

主
張
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
（
出
目
目
⑮
菩
璋
＆
蟹
》
、
』
詮
）
。

ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
価
値
評
価
を
め
ぐ
る
承
認
闘
争
は
、
集
合
的
な
社
会
運
動
の
形
態
を
と
る
の
み
な
ら
ず
、
ご
く
日
常
的
な
場

面
で
も
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
る
（
因
・
目
の
晉
雷
二
四
一
ｍ
．
］
詮
）
。
日
々
の
職
場
に
お
い
て
、
ま
た
家
族
生
活
に
お
い
て
、
様
々
な
活
動
の
編
成

と
価
値
評
価
は
、
そ
の
つ
ど
の
交
渉
と
協
議
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
の
契
機
が
遍
在
し
て
い
る
と
い
つ

（
８
）
 

て
よ
い
。

基
準
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ホ
ネ
ッ
ト
が
注
目
す
る
の
は
、
社
会
の
近
代
化
に
伴
う
承
認
原
理
の
歴
史
的
変
化
に
は
一
定
の
方
向
性
を
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

ホ
ネ
ッ
ト
の
表
現
を
用
い
る
な
ら
「
道
徳
的
進
歩
」
（
四
・
目
の
菩
画
皀
藍
》
、
．
』
屋
‐
』
罠
苫
屋
ロ
、
．
』
竃
）
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
規
範

的
基
準
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
個
体
化
（
目
呂
三
昌
呂
切
雪
目
困
）
と
社
会
的
包
摂
（
ｍ
・
脚
旨
］
の
閂
二
宮
、
】
◎
己
）
が
進
歩
の

承
認
原
理
の
意
味
内
容
を
ど
う
解
釈
し
そ
の
つ
ど
い
か
に
適
用
す
る
か
は
そ
れ
自
体
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
対
立
し
合
う
様
々
な
承
認
要
求
が

（
９
）
 

生
じ
う
る
。
な
か
に
は
暴
力
的
で
攻
撃
的
な
か
た
ち
を
取
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ホ
ネ
ヅ
ト
は
、
多
様
な
承
認
闘
争
に
対
し
、
正
当
な

も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
判
断
す
る
た
め
の
規
範
的
基
準
、
し
た
が
っ
て
ま
た
現
存
の
承
認
秩
序
が
ど
の
よ
う
に
発
展
す
べ
き
な
の
か
を

展
望
す
る
た
め
の
規
範
的
基
準
を
考
察
し
て
い
る
。

４
承
認
の

た
だ
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
承
認
闘
争
の
す
べ
て
が
是
認
さ
れ
、
規
範
的
に
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（
四
・
目
の
二
』
三
詩
『
ｍ
・
筥
寧
）
。

「
道
徳
的
進
歩
」



労働と承認８７ 8６ 

こ
の
よ
う
な
承
認
と
非
承
認
の
政
治
は
、
ど
ん
な
活
動
を
社
会
的
に
有
意
義
な
「
労
働
」
と
見
な
す
の
か
と
い
う
上
述
の
次
元
に
止
ま
ら
ず
、

当
然
な
が
ら
、
ど
の
労
働
を
ど
こ
に
配
分
し
ど
の
よ
う
に
編
成
す
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
の
い
か
な
る
成
果
を
「
業
績
」
と
認
め
る
の
か
、

ま
た
そ
の
「
業
績
」
を
ど
こ
に
帰
属
さ
せ
人
格
の
ど
ん
な
能
力
や
特
性
に
関
係
づ
け
る
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
「
業
績
」
に
ど
の
資
源
を
ど
の

程
度
配
分
す
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
社
会
権
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
具
体
化
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
社
会
的
労
働
の
あ
ら
ゆ
る
次
元
で
生
じ
て

い
る
。
労
働
の
諸
現
象
に
は
い
つ
で
も
承
認
の
モ
メ
ン
ト
が
介
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
複
雑
に
絡
み
合
う
重
層
的
な
承
認
関
係
の
な
か
で
、

適
切
な
承
認
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
苦
し
み
と
そ
れ
に
抗
す
る
社
会
闘
争
が
日
々
生
起
し
て
い
る
と
言
え
る
。

そ
の
さ
い
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
法
的
平
等
の
原
理
と
並
ん
で
、
業
績
の
原
理
も
ま
た
、
一
方
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
性
格
を
多
分
に
持

ち
な
が
ら
、
他
方
で
は
こ
の
承
認
闘
争
の
規
範
的
な
根
拠
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
承
認
原
理
は
、
そ
の
意
味
内
容

が
最
終
的
に
確
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
新
た
な
解
釈
へ
と
常
に
開
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、
社
会
の
承
認
秩
序
は
歴
史

的
に
変
化
す
る
の
で
あ
り
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
そ
こ
に
道
徳
的
進
歩
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
る
。
社
会
の
歴
史
的
動
態
の
な
か
か
ら
批
判
の
規
範

的
基
準
を
取
り
出
す
の
は
、
ホ
ネ
ヅ
ト
の
批
判
的
社
会
理
論
の
特
質
の
一
つ
と
言
え
る
。

ま
た
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
承
認
闘
争
の
考
え
方
を
提
起
す
る
こ
と
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
物
質
的
利
害
関
心
の
対
立
に
見
え
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト

が
、
実
際
に
は
異
な
る
論
理
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
財
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
し
か
る
べ
き
承
認
を
希
求
す
る
と

そ
の
結
果
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
承
認
論
は
、
一
般
に
「
労
働
」
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
人
間
の
様
々
な
活
動
を
視
野
に
収
め
、
と
同
時
に
、
労

働
が
「
労
働
」
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
現
場
に
潜
む
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
「
労
働
」
と
そ
れ
以
外
の
活
動
と
の

線
引
き
は
、
そ
れ
自
体
重
大
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
活
動
が
「
労
働
」
と
見
な
さ
れ
ず
、
し
か
る
べ

き
価
値
評
価
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
こ
に
侮
蔑
や
軽
視
に
よ
る
社
会
的
不
正
を
人
び
と
は
経
験
し
う
る
の
で
あ
り
、
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争

を
展
望
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
個
体
化
し
た
（
ま
た
自
律
し
た
）
諸
主
体
の
間
の
対
称
的
な
価
値
評
価
の
社
会
関
係
」
（
四
・
目
の
吾
呂
二
ｍ
・
認
『
・

訳
三
九
○
）
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
関
係
は
独
自
な
意
味
で
「
連
帯
」
と
呼
び
う
る
。
す
な
わ
ち
、
他
者
の
人
格
の
固
有
性
に
対
し

て
受
動
的
に
た
だ
寛
容
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
人
格
の
能
力
や
特
性
が
よ
り
よ
く
発
揮
さ
れ
う
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
な

か
っ
た
新
た
な
能
力
や
特
性
が
発
現
し
う
る
よ
う
、
能
動
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
社
会
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
個
人
の
個
体
化
が
な
お
い
っ

そ
う
進
展
し
う
る
。
ま
た
他
方
で
、
こ
の
社
会
関
係
が
「
対
称
的
」
で
あ
る
の
は
、
自
分
の
能
力
や
特
性
が
有
意
義
で
あ
る
と
経
験
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
、
な
ん
ら
か
の
格
差
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
誰
も
が
得
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
承
認
関
係
へ
の
人
び
と
の
包
摂
が
い
っ

そ
う
進
み
う
る
。
こ
う
し
て
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ポ
ス
ト
伝
統
的
連
帯
に
お
い
て
、
「
社
会
的
価
値
評
価
を
め
ぐ
る
諸
個
人
の
競
争
が
、
痛

み
を
伴
わ
な
い
か
た
ち
、
つ
ま
り
は
軽
視
の
諸
経
験
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
か
た
ち
一
を
と
る
、
そ
う
し
た
地
平
」
が
開
か
れ
る

（
田
・
ロ
：
吾
山
ｓ
Ｐ
ｍ
缶
由
・
訳
三
九
一
）
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
承
認
論
が
社
会
的
労
働
の
領
域
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
検
討
し
て
き
た
。
最
後

に
、
こ
の
労
働
の
承
認
論
の
内
実
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
、
ま
た
そ
の
課
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
立
論
は
、
労
働
を
所
与
の
も
の
と
は
見
な
さ
ず
、
相
互
的
な
承
認
を
媒
介
と
し
て
社
会
的
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
議

論
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
定
の
文
化
的
な
解
釈
枠
組
み
の
も
と
、
人
間
の
多
種
多
様
な
活
動
の
な
か
か
ら
、
あ
る
特
定
の
活
動

が
「
労
働
」
と
し
て
承
認
さ
れ
、
社
会
的
に
価
値
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
転
回
の
水
準
に
立
っ

て
労
働
の
諸
現
象
に
迫
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

が
引
き
起
こ
さ
れ
う
る
。

四
労
働
の
承
認
論
の
射
程
と
課
題
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そ
の
さ
い
、
と
く
に
留
意
し
た
い
の
は
、
社
会
的
不
正
の
経
験
が
い
つ
で
も
承
認
闘
争
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
ホ
ネ
ッ
ト

に
よ
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
軽
視
の
経
験
が
一
定
の
集
合
的
抵
抗
に
至
る
か
ど
う
か
は
、
文
化
的
諸
条
件

に
依
存
し
て
お
り
、
相
応
す
る
解
釈
枠
組
み
の
存
在
に
左
右
さ
れ
る
（
国
・
目
の
夢
］
垣
富
、
．
』
＄
・
訳
一
一
一
八
）
。
ま
た
、
た
と
え
文
化
的
諸
条

件
が
整
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
不
正
経
験
の
現
場
に
お
い
て
、
当
事
者
自
身
が
そ
の
闘
争
の
モ
メ
ン
ト
を
抑
圧
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
い
う
の
も
、
か
つ
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
体
系
的
に
歪
め
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
、
承
認
へ
の
欲

求
は
、
き
わ
め
て
切
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
無
意
識
の
自
已
抑
圧
を
も
た
ら
し
、
問
題
を
は
ら
ん
だ
承
認
関
係
を
そ
の
ま
ま
温
存
し
う
る
か
ら

（
Ｍ
）
 

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
的
不
正
が
「
不
正
」
と
し
て
感
知
さ
れ
な
い
ま
ま
、
い
わ
ば
歪
め
ら
れ
た
承
認
関
係
が
継
続
す
る
》
」
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
一
九
八
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
す
で
に
、
社
会
的
不
正
の
感
情
や
意
識
が
政
治
的
要

求
に
結
晶
化
す
る
こ
と
を
制
限
し
統
制
す
る
過
程
を
考
察
し
、
試
論
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
一
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
指
摘
し
て
い
る
（
出
◎
目
の
夢

醇
ｇ
Ｐ
ｍ
・
』
＄
‐
』
層
・
訳
一
一
一
一
○
－
一
一
一
四
）
。
す
な
わ
ち
、
不
正
経
験
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
の
言
語
的
手
段
や
シ
ン
ボ
ル
的
手
段
が
教
育
や
文

化
産
業
や
政
治
的
公
共
圏
に
お
い
て
奪
わ
れ
る
と
い
う
文
化
的
排
除
の
過
程
で
あ
り
、
一
定
の
社
会
政
策
や
企
業
内
労
働
市
場
の
編
成
な
ど
に

ろ
催
広
力
強
ま
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
。
そ
の
結
果
、
特
定
の
人
び
と
を

身
の
活
動
と
成
果
に
対
す
る
正
当
な
価
値
評
価
の
機
会
を
奪
い
、
侮
蔑
と

統
的
連
帯
の
可
能
性
を
展
望
す
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に

認
の
不
正
や
病
理
、
そ
し
て
社
会
闘
争
の
具
体
的
動
態
を
捉
え
る
た
め
戸

（
烟
）

ろ
。

た
と
こ
ろ
自
己
実
現
で
あ
る
か
に
見
え
て
、
そ
の
実
、
個
々
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
袋
小
路
に
追
い
込
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
。
そ
し
て

ま
た
、
一
面
的
な
業
績
原
理
の
も
と
、
し
か
る
べ
き
承
認
関
係
に
よ
り
多
く
の
人
び
と
を
包
摂
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
か
ら
排
除
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
。
そ
の
結
果
、
特
定
の
人
び
と
を
「
労
働
」
の
周
辺
へ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
外
部
へ
と
押
し
や
り
、
自

身
の
活
動
と
成
果
に
対
す
る
正
当
な
価
値
評
価
の
機
会
を
奪
い
、
侮
蔑
と
軽
視
の
も
と
に
随
め
て
い
な
い
か
ど
っ
か
・
ホ
ネ
ッ
ト
は
ポ
ス
ト
伝

統
的
連
帯
の
可
能
性
を
展
望
す
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
理
念
的
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
社
会
的
労
働
の
現
場
に
お
け
る
承

認
の
不
正
や
病
理
、
そ
し
て
社
会
闘
争
の
具
体
的
動
態
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
労
働
の
承
認
論
の
さ
ら
な
る
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

（
胆
）

以
上
の
よ
う
に
、
ホ
ネ
ヅ
ト
の
承
認
論
は
社
会
的
労
働
の
理
論
的
把
握
に
と
っ
て
豊
か
な
内
実
を
備
え
て
い
る
。
‐
）
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

幾
つ
か
の
課
題
も
ま
た
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

焦
点
の
一
つ
は
、
業
績
原
理
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
言
え
ば
業
績
原
理
は
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争

の
基
盤
と
な
り
う
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
一
面
性
や
歪
み
に
つ
い
て
さ
ら
に
精
綴
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う

の
も
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
業
績
原
理
の
意
味
内
容
が
徐
々
に
拡
張
し
て
き
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
然
な
が
ら
直
線
的
に
進
む
も
の

で
は
な
い
。
実
際
に
は
個
体
性
の
深
化
や
社
会
的
包
摂
の
拡
大
と
は
全
く
逆
行
す
る
動
き
も
生
じ
う
る
。
「
業
績
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
従
来

以
上
に
一
面
的
な
解
釈
と
適
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
個
性
」
と
は
名
ば
か
り
に
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
解
釈
モ
デ
ル
に
従
っ
て
能

力
や
特
性
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
か
ど
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
一
面
的
な
価
値
評
価
に
過
剰
に
適
応
す
る
こ
と
が
、
一
見
し

ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
労
働
が
個
人
の
社
会
的
承
認
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
り
人
間
の
自
己
実
現
に
大
き
な
意
味

を
持
つ
と
は
い
っ
て
も
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
、
労
働
に
過
剰
な
意
味
付
与
を
行
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
労
働
に
お
け
る
社
会
的
価
値
評
価
は
、
人

、
、

間
の
自
己
実
現
に
と
っ
て
必
要
な
承
認
形
態
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
近
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
一
一
一
つ
の
承
認
形

態
の
す
べ
て
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
国
・
目
の
吾
四
二
藍
一
ｍ
・
皀
哩
，
』
］
団
）
。
し
か
も
、
三
つ
の
承
認
形
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有

の
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
代
替
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
人
間
の
承
認
関
係
に
お
い
て
労
働
の
占
め
る
位
置
を
特
権
化
し
て
は
な

い
う
い
わ
ば
道
徳
的
水
準
に
根
ざ
し
う
る
。
と
い
う
の
も
、
物
質
的
資
源
や
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
取
得
と
分
配
は
、
労
働
に
対
す
る
社
会
的
価

値
評
価
や
法
的
承
認
を
媒
介
と
し
て
お
り
、
こ
の
社
会
的
承
認
を
通
じ
て
こ
そ
、
人
間
の
自
己
実
現
に
と
っ
て
必
要
な
実
践
的
自
己
関
係
を
形

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
社
会
的
労
働
の
領
域
に
お
け
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
視
点
を
示
し
て

（
皿
）

い
ろ
」
」
一
一
一
一
口
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
》
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過
程
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｅ

よ
っ
て
個
人
主
義
的
な
行
為
指
向
が
促
進
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
不
正
経
験
に
関
す
る
意
思
疎
通
と
連
繋
が
妨
げ
ら
れ
る
、
制
度
的
な
個
体
化
の

因
を
、
そ
の
当

心
を
継
承
し
、

、．』》Ｉ函哩壹』←）◎

さ
ら
に
、
近
年
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
批
判
理
論
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
た
論
文
で
も
、
同
じ
問
題
に
ふ
れ
て
い
ろ
。
ホ

ネ
ッ
ト
（
四
・
回
目
の
菩
軍
三
一
・
ｍ
・
岳
‐
］
②
）
に
よ
れ
ば
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
か
ら
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
至
る
ま
で
、
批
判
理
論
の
思
潮
の
終
始
一
貫

し
た
課
題
の
一
つ
は
、
社
会
的
不
正
を
問
題
化
し
そ
れ
に
抗
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
し
て
沈
静
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
批
判
理
論
の
主
導
者
た
ち
は
、
社
会
的
苦
境
に
あ
っ
て
も
人
び
と
が
沈
黙
し
ア
パ
シ
ー
が
広
が
る
こ
と
の
原

因
を
、
そ
の
当
の
社
会
的
苦
境
そ
れ
自
体
に
見
出
し
、
こ
れ
を
資
本
主
義
社
会
の
病
理
と
し
て
考
察
し
た
。
ホ
ネ
ッ
ト
も
ま
た
、
こ
の
問
題
関

心
を
継
承
し
、
ル
カ
ー
チ
ら
の
物
象
化
の
概
念
を
承
認
論
の
見
地
か
ら
捉
え
直
す
と
い
う
試
み
を
示
唆
し
て
い
る
（
四
・
目
の
吾
筥
三

不
正
経
験
の
隠
蔽
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
承
認
論
の
枠
組
み
に
基
づ
き
考
察
す
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を
、
資
本
主
義
社
会
の
基
本
構
造
の
分
析

に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
こ
こ
に
批
判
的
社
会
理
論
を
継
承
す
る
ホ
ネ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
現
在
の
最
大
の
課
題
が
存
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の

追
究
の
た
め
に
は
、
社
会
的
労
働
と
承
認
の
結
び
つ
き
に
関
し
て
も
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
な
る
に
違
い
な
い
。

注

（
１
）
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
す
で
に
一
九
八
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
論
文
「
道
徳
意
識
と
社
会
的
階
級
支
配
」
（
閨
○
目
の
三
凹
宕
Ｐ
、
』
］
Ｃ
‐
届
』
・
訳
一
二
○
－
一
四
一
）
に

お
い
て
、
人
び
と
が
感
受
す
る
社
会
的
な
「
不
正
意
識
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
て
い
た
。
そ
こ
で
も
ま
た
、
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
の
立
輪
が
こ
の
日
常
的
な
不

正
意
識
を
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
こ
う
し
た
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
批
判
は
そ
れ
自
体
あ
ら
た
い
て
そ
の
妥
当
性
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
形
式
語
用
論
が
方
法
鑑
上
、
人
び
と
の
具
体
的
意
識
に
照
準
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

（
７
）
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
承
認
領
域
は
、
家
族
や
国
家
や
市
場
経
済
と
い
っ
た
具
体
的
な
社
会
制
度
と
は
単
純
梶
は
重
な
ら
な
い
。
ホ
ネ
ッ
ト
に

よ
れ
ば
、
個
々
の
社
会
制
度
が
た
だ
一
つ
の
承
認
原
理
を
体
現
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
通
常
は
複
数
の
承
認
原
理
が
交
差
し
て
い
る

（
因
ｏ
ｐ
ｐ
の
菩
筥
畠
、
言
、
』
圏
‐
］
ヨ
）
。

（
８
）
ホ
ネ
ッ
ト
が
「
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
社
会
的
に
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
確
立
し
た
「
社
会
運
動
」
に
は
限
ら
な
い
。
日
々
の

り
方
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
．
目
の
弓
』
三
等
．
ｍ
・
鵠
』
）
。
い
わ
ば
そ
れ
は
人
間
の
生
活
形
態
の
全
体
を
特
徴
付
け
る
、
人
間
学
的
な
初
期
条
件
で
あ

る
（
四
○
目
の
夢
四
ｓ
詮
．
⑭
．
②
ご
‐
』
］
。
）
。
そ
の
一
方
で
、
人
び
と
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
態
の
承
認
を
期
待
し
、
ど
こ
に
承
認
の
剥
奪
を
見
出
す
の
か
は

歴
史
的
に
変
化
す
る
。
承
認
の
こ
の
人
間
学
的
初
期
条
件
と
歴
史
的
な
変
化
の
可
能
性
の
区
別
は
、
『
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
』
（
国
。
旨
の
号
忌
冨
）
で
は
ま

だ
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
（
出
Ｃ
ｐ
ｐ
の
吾
豐
。
』
２
ｍ
・
窒
垣
’
』
］
ｓ
ｏ

（
６
）
法
的
承
認
、
社
会
的
価
値
評
価
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
承
認
領
域
は
、
親
密
な
諸
関
係
に
お
け
る
愛
や
友
愛
の
承
認
領
域
で
あ
る
（
四
．
目
の
吾
呂
冨
璽

（
５
）
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
人
び
と
が
社
会
的
承
認
を
期
待
し
そ
の
侵
害
に
社
会
的
不
正
を
経
験
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
人
間
の
公
正
感
覚
の
一
般
的
な
あ

人
び
と
か
抱
く
苦
悩
や
不
満
の
感
惰
の
原
初
的
な
形
態
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
こ
こ
に
接
近
し
よ
う
と
試
み
る
。
ホ
ネ
ッ
ト
が
取
る
の
は
い
わ
ば
道
徳
心
理
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
的
不
正
の
経
験
の
「
現
象
学
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（
函
。
目
の
弓
騨
已
昔
一
ｍ
』
認
）
。

（
４
）
三
つ
の
承
認
形
態
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
水
上
（
一
一
○
○
一
一
一
ａ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
水
上
（
一
九
九
七
ａ
）
を
参
照
。

（
３
）
こ
こ
で
ホ
ネ
ッ
ト
が
「
社
会
的
不
正
」
の
経
験
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
な
ん
ら
か
の
社
会
運
動
や
政
治
運
動
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
テ
ー
マ
化
さ
れ
て

ｍ
』
③
単
０
］
③
』
）
◎

こ
の
点
は
ホ
ネ
ッ
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
大
き
く
異
な
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
形
式
語
用
鶴
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
水
上
（
一
九
九
七
ｂ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

い
る
も
の
に
限
ら
な
い
（
園
・
目
の
吾
函
三
蟹
．
、
．
］
韻
）
。
し
か
る
べ
き
表
現
形
態
を
見
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
生
活
に
お
い
て
日
々
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』
誌
⑮
爵
豊
嵩
養
茎
函
・
伍
目
目
．
、
。
》
‐
望
，

水
上
英
徳
一
九
九
七
ａ
「
生
活

化
の
弁
証
法
」
『
新
た
な
る
不
透
明
性
』
松
競
社
、
二
二
五
－
二
八
八
頁
。
）

出
目
■
の
夢
一
シ
・
］
霊
・
ニ
ン
『
意
辱
巨
ロ
ー
旨
驚
『
巨
目
目
（
巴
の
切
困
Ｐ
国
鳥
］
■
一
亭
・
閨
ｏ
ｐ
ｐ
の
吾
鈩
．
ご
■
の
由
四
口
・
』
さ
⑮
量
、
｛
塁
鼻
蔓
頤
之
。
ご
薗
斡
員
蔵
『
・
切
巨
胃
冨
目
壱
．
⑰
』
鵲
‐
』
雷
。

文
献

四
号
の
『
曰
；
』
・
雲
】
二
８
畳
舅
君
署
喜
黛
蔑
言
雷
電
害
篝
亀
冨
『
員
、
巨
言
百
日
ご
・
（
河
上
倫
逸
ほ
か
訳
一
九
八
五
・
八
六
・
八
七
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン

的
行
為
の
理
論
』
（
上
）
（
中
）
（
下
）
未
来
社
。
）

日
常
的
な
相
互
作
用
も
ま
た
、
承
認
闘
争
の
現
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
水
上
（
一
一
○
○
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
た
と
え
ば
ホ
ネ
ッ
ト
（
■
・
目
の
夢
遷
三
ｍ
．
ご
『
‐
ご
』
・
訳
一
一
六
１
一
一
七
頁
）
は
、
ド
イ
ツ
の
ネ
オ
ナ
チ
ズ
ム
の
背
景
要
因
の
一
つ
が
承
認
の
剥
奪
に

（
皿
）
加
え
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
（
四
目
目
①
芸
騨
ｓ
蟹
．
、
．
』
醤
‐
曙
←
）
は
、
一
一
一
つ
の
承
認
領
域
間
の
境
界
が
変
動
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
法
的
平
等
の
原
理
が
他
の
二

つ
の
承
認
領
域
に
浸
透
す
る
こ
と
も
ま
た
、
道
徳
的
進
歩
の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
愛
あ
る
い
は
業
績
の
承
認
原
理
の
も
と
に
個
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
と
自
己
実
現
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
事
態
も
起
こ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
法
的
平
等
の
原
理
が
介
入
す
る
こ
と
で
は

じ
め
て
、
般
小
限
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
諸
条
件
が
保
証
さ
れ
う
る
｝
」
と
に
な
る
。

（
ｕ
）
ホ
ネ
ッ
ト
（
田
８
口
の
号
鎗
邑
誉
・
“
』
親
）
は
、
労
働
運
動
に
関
す
る
歴
史
研
究
に
言
及
し
、
労
働
運
動
も
ま
た
、
物
質
的
利
害
関
心
に
主
導
さ
れ
る
の
み

な
ら
ず
、
承
認
を
要
求
す
る
運
動
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
皿
）
労
働
の
承
認
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
議
論
は
、
民
主
主
義
の
理
論
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
労
働
の
領
域
が
公
正
に
編
成
さ
れ
、

適
切
な
相
互
承
潔
に
基
づ
く
連
帯
の
関
係
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
活
力
あ
る
諸
公
共
圏
と
強
靱
な
民
主
主
義
が
可
能
に
な
る
と
ホ
ネ
ッ
ト
は
見
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
水
上
（
二
○
○
三
ｂ
）
を
参
照
。

（
蝿
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
労
働
の
承
認
論
を
よ
り
具
体
的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
研
究
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
所
長
を
務
め
る
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
研
究
所
の
共
同
研
究
員
で
あ
る
ス
テ
フ
ァ
ン
・
フ
ォ
ス
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
（
ぐ
Ｃ
ｍ
三
二
①
一
琶
冨
）
は
、
テ
ー
ラ
ー
主
義
か
ら
ポ
ス
ト
テ
ー
ラ
ー

主
義
へ
の
移
行
に
伴
い
社
会
的
労
働
の
領
域
に
お
け
る
承
認
関
係
が
ど
う
変
化
し
、
そ
こ
に
ど
ん
な
問
題
が
伴
っ
て
い
る
の
か
追
究
し
て
い
る
。

（
ｕ
）
水
上
（
二
○
○
一
一
一
ａ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

頁
◎ 

』
＆
壁
童
Ｚ
：
冒
薯
。
『
汀
□
の
『
○
目
己
已
閂
シ
ロ
の
号
の
ロ
ロ
ニ
ロ
函
一
二
」
宍
冨
量
轌
蒼
薯
邑
蔦
患
璽
蔦
》
眉
》
、
巨
言
弄
巴
ｐ
ｐ
ｍ
・
酋
冨
‐
望
】
・

』
・
量
二
厘
口
の
⑩
○
国
色
］
の
勺
色
号
。
一
○
園
］
の
旦
禺
く
の
目
白
■
宴
三
国
四
一
亘
的
田
・
「
の
巨
色
員
の
罠
．
（
出
、
．
）
』
菌
重
』
菖
蔦
審
光
“
罵
言
巷
蔓
冨
息
竃
句
豊
爵
暮
曾
容
量
》
鷺
貫

邑
霊
宍
妻
諄
爵
二
畳
墨
』
．
、
二
『
言
『
眉
．
（
河
上
倫
逸
監
訳
一
九
九
二
『
権
力
の
批
判
』
法
政
大
学
出
版
局
。
）

］
垣
麗
二
三
男
言
『
・
尋
（
］
②
雷
）
零
．
玲
量
寒
忌
皇
冒
＆
『
．
、
二
円
百
日
ｐ
路
。
‐
き
③
．

』
竃
四
書
蔓
亘
ミ
ニ
蔦
墨
の
鳶
賞
い
、
巨
冑
百
日
己
．
（
山
本
啓
。
直
江
清
隆
訳
一
一
○
○
一
一
一
『
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
』
法
政
大
学
出
版
局
。
）

豐
二
□
負
呈
蔓
亀
爵
爵
『
○
畳
凄
萱
富
蔓
、
号
『
冨
冒
壱
・
（
加
藤
泰
史
。
日
幕
雅
夫
ほ
か
訳
一
一
○
○
五
『
正
義
の
他
者
』
法
政
大
学
出
版
局
。
）

』
二
蟹
二
ご
曰
く
①
司
庁
の
】
］
臣
目
的
巴
切
尹
已
の
鼻
の
口
口
巨
曰
餌
富
甸
目
、
亀
三
・
、
餌
。
ｐ
目
の
夢
少
・
［
署
喜
亀
蔚
謹
演
鍵
鴎
。
暑
く
』
菖
二
弼
慧
斡
詫
涜
韓
鷺
．
、
巨
与
禺
曾
ロ
ロ
。
、
．
】
患
‐
鱈
』
・

琶
冨
ワ
’
一
豆
の
勺
・
冒
冨
二
日
少
：
鼻
の
目
自
国
二
写
Ｐ
⑫
の
『
三
・
へ
四
目
ロ
の
号
尹
・
［
言
罵
、
重
奮
穏
・
忌
莞
』
蔓
墓
農
蔓
穏
、
．
、
巨
胃
百
日
ご
『
ｍ
・
弓
』
‐
苫
⑫
・

一
一
○
○
一
一
一
ｃ
「
批
判
的
社
会
理
論
の
承
認
論
的
転
回
」
永
井
彰
・
日
暮
雅
夫
縞
著
『
批
判
的
社
会
理
論
の
現
在
」
晃
洋
書
房
、
一
七
七
－

］
垣
韻
薑
豆
画
］
の
茸
諄
已
禺
罰
昌
●
目
一
重
の
『
目
頃
・
薑
亘
二
一
蔓
③
書
彗
亀
菖
童
菖
雷
登
、
＆
『
盲
目
Ｐ
、
』
ヨ
ー
国
富
．
（
河
上
倫
逸
監
訳
一
九
九
五
「
合
理

「
生
活
世
界
と
シ
ス
テ
ム
」
佐
藤
勉
縄
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
シ
ス
テ
ム
』
恒
星
社
厚
生
関
、
一
五
九
－
一
八
○
頁
。



9４ 

『
。
②
三
口
富
一
・
ｍ
・
砦
冨
宮
田
堅
百
回
堅
の
冒
口
困
◎
写
ロ
⑩
冨
辱
昌
輌
巨
口
蝿
言
・
國
○
ロ
ロ
⑱
号
尹
．
（
国
悶
・
）
国
電
蝿
蒼
畠
．
ｐ
園
：
『
量
雪
烏
鷺
島
》
○
餌
曰
已
巨
、
一
ｍ
爵
‐
竃
。

シ
ス
テ
ム
』
恒
星
社
厚
生
圏
、

－
一
七
六
百
毛

一
一
○
○
三
ｂ
「
公
共
圏
と
市
民
社
会
」
『
社
会
学
年
報
』
一
一
一
一
一
、
二
五
１
四
六
頁
。

二
○
○
四
「
再
分
配
を
砂
ぐ
る
闘
争
と
承
認
を
坊
ぐ
る
闘
争
」
『
社
会
学
研
究
』
七
六
、
二
九
－
五
四
頁
。

二
○
○
’
一
一
ａ
「
批
判
的
社
会
理
輪
に
お
け
る
承
認
論
の
課
題
」
永
井
彰
・
曰
幕
雅
夫
縞
箸
『
批
判
的
社
会
理
論
の
現
在
』
晃
洋
書
一
膳
、
一
五
三

九
九
七
ｂ
「
ハ
ー
パ
ー
マ
ス
理
論
の
可
能
性
と
歪
め
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
」
佐
藤
勉
縞
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会

恒
星
社
厚
生
圏
、
二
○
二
－
二
’
一
五
頁
。

（
み
ず
か
み
ひ
で
の
り
。
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
助
教
授
）


